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東京海上ホールディングス株式会社（取締役社長グループ CEO：小宮暁、以下「東京海上」）と、電動キックボ

ードや小型電動アシスト自転車など「マイクロモビリティ」のシェアリングサービス「LUUP（ループ）」を展開する株

式会社 Luup（代表取締役社長兼 CEO：岡井大輝、以下「Luup」）は、今般、資本業務提携いたしました。東京海

上と Luup の両社は、共同で電動キックボードの安全性向上のための協業を進めて参ります。 

 

１．１．１．１．背景・目的背景・目的背景・目的背景・目的    

電動キックボードは、2017 年より世界中で普及し始めた新しいモビリティです。電動かつ小型であるため、通

常の自動車に比べて移動に伴う CO2 排出量が大きく削減される点が注目されている他、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響もあり、密を避ける移動手段としても普及が加速しています。電動キックボードは世界にとっても

新しいモビリティであるため、各国で適切な走行ルールの模索が進んでおり、その国の公道の環境に合わせた

規制が設けられています。日本では電動キックボードは原動機付自転車に該当しますが、より安全に走行するこ

とができるルール整備のための実証実験が進んでいます。 

東京海上は、高度化・複雑化する現代社会において、社会を取り巻く様々なリスクに対する保険や専門性の

高いリスクソリューションを提供しています。また、近年注目されているスマートシティや Mobility as a Service

（MaaS）といった領域においても、データを用いた様々な実証実験を行い、新たなサービス開発を進めています。 

Luup は、「街じゅうを『駅前化』するインフラをつくる」をミッションに、マイクロモビリティのシェアリングサービス

を展開しています。電動アシスト自転車や電動キックボードのみならず、電動・小型・一人乗りのマイクロモビリテ

ィを包括的に取り扱い、全ての人が自由に移動できる未来を目指しています。こうした中、Luup は東京と大阪で

電動キックボードのシェアリングサービスを実証実験として開始しました。サービス開始から 30 万 km 以上の総

走行距離を記録しており、国内事業者において最も多くの電動キックボード走行データを保有しています。 
 

２．２．２．２．主な取り組み主な取り組み主な取り組み主な取り組み    

今回の資本業務提携では、東京海上と Luup が安心・安全なマイクロモビリティの利用環境の構築に向けて、

電動キックボードの安全性・社会受容性向上のための協業を両社で開始いたします。 

 

①①①① 走行データを活用した走行データを活用した走行データを活用した走行データを活用したマイクロモビリティマイクロモビリティマイクロモビリティマイクロモビリティ向け向け向け向けのののの新新新新たなたなたなたなサービスサービスサービスサービス等等等等の研究の研究の研究の研究    

東京海上は、Luup と共同でマイクロモビリティ向けの新たなサービス等の検討に取り組みます。まずは、電動

キックボードを含めた新たなモビリティに関して国が検討している交通ルールの内容や被害者救済の観点等を

踏まえながら、電動キックボードの社会受容性向上に資するサービスや適切な補償の提供方法を検討します。

また、将来的には、取得する走行データを活用した新たな商品・サービスの研究等も行って参ります。 

    



②②②② LuupLuupLuupLuup 事業における事業における事業における事業における電動キックボードの安全性向上電動キックボードの安全性向上電動キックボードの安全性向上電動キックボードの安全性向上    

電動キックボードは手軽に移動できるモビリティである一方で、社会全体の交通ルールの認知が十分とは言

えない状況であり、一部のユーザーの違反走行が社会問題化するなど、現時点では十分に安心・安全な乗り物

としての評価が確立されているわけではありません。Luup では、これまで数多くの実証実験等を通じて、電動キ

ックボードをシェアリングサービスとして安心・安全な形で提供するノウハウを蓄積してきましたが、今般、ここに

安心・安全の提供を使命とする東京海上が参画することで、安全性・社会受容性を更に高めていくことを目指し

ます。具体的には、Luup のサービスを含む電動キックボード全般について、包括的なリスクアセスメントを行った

上で、危険走行を減らすためのユーザーコミュニケーションのあり方の検討や、より安全度の高い機体の開発を

共同で実施して参ります。 

 

３．３．３．３．今後の展望今後の展望今後の展望今後の展望 

東京海上と Luup は、これらマイクロモビリティの安心・安全な形での活用を通じて、ファーストワンマイル・ラス

トワンマイルを結ぶ持続可能な移動手段の普及をともに目指してまいります。 
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